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Ⅰ．問題の所在

今日，健康は，国民にとって，関心の高い

問題である。北海道の山間・漁村地域は，都

市部の人々の健康を担うオアシスとして捉え

られ，グリーンツーリズムやヘルスツーリズ

ムなど，健康を担う場所として注目されてい

る。しかし，その一方で，健康を担うそれら

地域の人々の「健康観」とは何かを改めて問

い直すと，必ずしも明らかにはされてはいな

い。そこには，生業，社会・文化，地域といっ

た環境要因が都市とは異なるローカルな「健

康観」に影響を与えているのではないか。

なお，ここで取り上げる「健康観」とは，

人々の健康に対する意識あるいは行動など，

健康にかかわる広い範囲を包括する概念と捉

えたい。つまり，健康を単なる身体的な健康

に限定せず，人との交流がその人に与えると

思われる心理的あるいは精神的な健康といっ

た well�beingの要素にも視点を拡大する。
そこで本研究では，北海道の山間と漁村地

域において，ジェンダーがどのように「健康」

にかかわるのかを，主に「女性」という視点

から考察する。そして，「健康」を維持し，

支えている資源について，家族や地縁など人

のネットワーク等の資源の中に探る。

調査地は，漁村地域として留萌市を，山間

地域として士別市を選んだ。その理由は，両

市ともに過疎化，高齢化という共通性をもち，

留萌市は「笑顔で元気な健康の街づくり」を

政策としてかかげ，“観光”，“食”，“人”を

テーマとした地域の活性化に女性たちがかか

わりをもち，一方，士別市は世界各地から羊

を輸入しヒツジを核とした工房などでの女性

たちによる地域交流が盛んであるからである。

いまや女性たちは，健康に関する自らの興

味・関心を超え，地域に生きる当事者として

重要な役割を担うことが期待されているので

はないか。というのも，ローカルな地方経済

は働く若者の流出で財政的な困難を抱え，地

域に埋もれた資源の再発掘と手間暇を惜しま

ない人的な資源に頼るほかないからである。

これまで女性たちは賃金に換算されないけ

れど，家庭や地域で手間暇のかかる仕事を担っ

てきた。そうした仕事が報酬として支払われ

るとすればたいへんな額になるだろう。そう

した女性たちの不満を掬いあげ，かれらの仕

事に正当な評価と報酬を支払う NPOのよう
な組織も徐々にではあるがみられるようになっ

てきた。

キーワード： 山間・漁村地域，女性，健康と家族
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図1　2つの市における人口及び高齢化率の推移

地方も地方で，埋もれていた資源の発掘を

求め，一村一品運動から地産地消の動きへと

努力を重ねている士別市のような例もある。

しかし，地域のげんき（活性化）と女性たち

の評価と報酬のあいだにはいまだ大きな溝が

あるようだ。地域は活性化のために，どのて

いど女性たちを活用しているのだろうか。人

は認められ，評価されてげんきになる。それ

は「健康」になるということだ。家庭内労働

をあたりまえとされ，言葉による感謝も，賃

労働による社会的な承認も受けずにきた女性

たちが自信をもつこともなく，精神的なうつ

状態になったとしても不思議ではない。健康

であり続けるには，条件整備が必要なのだ。

このことから，「地域のげんき（活性化）

と女性の活用は互いに作用しあい，地域の健

康・福祉（well�being）にプラスの影響を与
える。」という仮説をたて，検証したい。

Ⅱ．調査地の概観

２－１ 地理的位置，人口減少と高齢化率

はじめに，２つの地域が北海道のどこに位

置しているか，また人口の減少傾向と高齢化

の推移を概観しておきたい。留萌市は，北海

道北西に位置する日本海に面した港町であり，

地域振興策に力をいれている。豊富な食と観

光で市を売り込み，支庁‘留萌食ロード構想�
を提唱し，経済界と行政が一体となって進め

ている（国土交通省関係）。地産地消につい

ては，ネットワークを使い留萌の食をアピー

ルする地元発信のホームページが多い。

一方士別市は，北海道北部の中心部に位置

した農業を基幹産業としたまちで，サフォー

ク羊をテーマとした「サフォークランド士別」，

自動車関連メーカー等が立地する「自動車等

試験研究のまち」，スポーツや芸術活動の合

宿のために集う「合宿の里」，幅広い人々の

輪をはぐくむとともに，地域間の連携や相互

交流を深める「生涯学習のまち」，恵まれた

自然を保全し，将来に継承する「水とみどり

の里」の５つを柱としたまちづくりを進めて

いる。

士別市は留萌市よりも３倍の土地面積を有

するが，それは１９５４年（昭和２９年）上士別村，

多寄村，温根別村と合併したこと，２００５年

（平成１７年）に朝日町が合併して士別市が誕

生したことによる。人口の減少と高齢化の推

出典：平成２２年度版士別市統計書，平成２２年度版留萌市統計書
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移をみてみると，留萌市は１９６０年（昭和３５年）

に３５，８１８人であった人口が２０１０年（平成２２年）

には２５，２４２人に減り，この５０年のあいだに約

１０，０００人減少した。

一方，高齢化率は平成７年の１５．１％から平

成２２年までの１５年間に２６．５％に増加した。士

別市の場合も同じ年度推移でみてみる

と，３８，９５１人から２２，４４３人へと５０年間で約

１６，０００人もの人が市から流出し，反対に高齢

化率は２０．３％から３１．４％に増加した。士別市

が抱える少子高齢化は留萌市よりもより深刻

だといえるだろう（図１参照のこと）。

２－２ 北海道の地域特性と女性の活用

笹森（２００５，p１６５�２４３）は北海道の地域
特性について，経済中心の開発は，「生産の

場」としての開発が支配的であったため，

「生活の場」としての開発は相対的に遅れて

いた，と指摘する。そこで，快適な住民生活

の場を築くには，住民自身が何を欲している

かを見極め，社会環境，生活環境の場にその

欲求を投影させていくことであるという。

しかしながら，これらの発想には，行政が

住民サイドに立って社会環境，生活環境を整

えるという上からの目線が見え隠れしてしま

う。つまり，住民が主役，あるいは当事者と

して社会環境や生活環境を整備していく，そ

のために住民自らが自分たちのニーズを出し

合い，行政に働きかけ，住民と行政が横に連

携をとりあう，という発想ではない。

ここで一人の社会学者，鶴見和子の「内発

的発展」という視点がヒントになると思われ

る。鶴見は南方熊楠の理論を発展させ，東洋

の知恵ともいわれる「縁」がモノやコトと出

会い，それが互いに啓発したり，影響し合い，

創造を生みだすプロセスとなって発展してい

く，と述べている（川勝・鶴見，２００８）。

これを地域のげんき（活性化）との関連で

みてみると，地元にもともとあったモノやコ

トを再発見し，過去にさかのぼって知恵を学

び，今いる人々につなげていく。ここで主役

は住民であり，さらに言えば，女性の仕事の

再評価という視点である。なぜなら，女性た

ちはもともと賃金には換算されないけれど，

身近にあるモノやコトを大切にし，家族や地

域のために働いてきた。しかしながら，その

行為を家族からも地域の人々からも十分評価

され，言葉や態度で感謝されてきたかという

とどうだろうか。

女性の活用に関して，農村女性や漁村女性

のリーダーシップ研究を行ってきた中道

（２００８，p１３１�１５６）は女性の労働は「みえ
ない」のであり，女性は社会的にも全く登用

されていない，女性たちの活動がみえるもの

となり，社会参画につなげるには，女性たち

の意識改革が必要である，と指摘する。

しかし，女性たちの意識改革が進むために

は，行政側からの上からの目線ではなく，

「女性の活用」を横の目線，つまり相互に学

び合い，知恵を出し合うとことで可能になる

のではないか。つまり，それが女性たちに自

信を与え，自分たちがしてきた行為は無駄で

はなかったという思いにさせるのではないか。

留萌市のエフエムもえるが行っているＮＰＯ

活動は，女性たちの家庭内労働で培った特性

を評価し，そこで働く彼女たちに自信を与え

ているようだ。彼女たちによれば，地元のモ

ノとコトの再発見は地元への強いアイデンティ

ティとなり，それを地元に住む他の人にも伝

えないではいれないという。これは，地域の

げんき（活性化）に結びつく行為とはいえな

いだろうか。

２－３ 「健康」に関する市側の取り組み

留萌市は平成２０から２１年までの北海道地域

再生プロジェクトとしてチャレンジ交付金採

択事業５，０００千円を道から受け，「留萌の魅力・

再発見プロジェクト」を立ち上げる。

プロジェクトの目標は，留萌の魅力を再認

識，再発見しながら，留萌の食，人，資源を
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通してこれまでの観光ツーリズムに新たに健

康（ヘルス）という価値観を加え，市民はも

とより，観光客が留萌で安心，安全，新鮮な

食，留萌の農山漁村や街の人情，おもてなし

を通じて，健康になるための方法論を確立し

ながら，将来的にヘルスツーリズムの町とし

ての商品化を目指し，元気な留萌の再生に繋

げていく，というものである。たとえば，

「ヘルスツーリズム実験プログラム」の具体

的事業として，①安心安全なヘルシー食材資

源調査，②農山村体験交流プログラム，③健

康（ヘルス）ツーリズムコンテンツ研究等，

がある。

その他に，ヘルスツーリズムモニターツアー

を春と秋の２回行っている（平成２１年５月と

１０月）。平成２２年３月には「未来の食と観光

を考えるシンポジウム」を開催している。最

初，地元の住民に映画を観せる。内容は，

「学校給食と高齢者の在宅給食をオーガニッ

クにする」試みに挑戦したフランスの小さな

村のドキュメンタリー映画である。その後，

地元の有機農業者，地域食材をつかって人を

繋ぐ活動をする女性，大学教員（筆者）で次

世代を担う子どもたちの食についてトークセッ

ションを行い，市の取り組みを紹介した。

一方，士別市には留萌市のような「健康」

をキーワードとする具体的な取り組みは行わ

れていない。しかし，先に述べた市の５つの

柱のなかには，市の重点プロジェクトとして

「いきいき健康プロジェクト」が含まれてい

る。それはどのようなものなのだろうか。

たとえば，柱の一つである「サフォークラ

ンド士別」は「羊と雲の丘」として知られ，

その山の頂からは牧歌的な北欧の香りがただ

よう。丘の中腹にはわれわれの調査地「世界

のめん羊館」がある。マップや雑誌「じゃら

ん」にも紹介され，最近，そこを立ち寄る若

者や外国人も増えているという。また二つ目

の柱である「合宿の里」は，地元で長年親し

まれている温泉宿，ホテル翆月である。この

宿は三つ目の柱である「自動車等試験研究の

まち」関連の人たちなど，毎年多くの合宿者

を受け入れている。なぜ，この地が選ばれた

かというと，冬と夏の寒暖差が７０℃もあり，

車のテストコースとしてぴったりだというこ

とである。他にもマラソンコースとして，か

の有名な高橋尚子，野口みずき選手なども利

用しているという。

調査地である「世界のめん羊館」と「合宿

の里」は提携関係にあり，めん羊館で体験学

習を希望すると，通常よりも安く温泉宿に泊

まることができる。めん羊館では「羊」の毛

を刈ることに始まり，毛を洗い，毛を染め，

紡ぎ作品に仕上げるまでの工程すべてを行う。

われわれが出会った女性たちは，そのプロセ

スが楽しくてたまらない，と言っていた。健

康には直接関連しないが，市の提供する工房

は，小中学校の子どもたちが体験できる場で

あり，また女性たちが人との交流や作品を紡

ぐなかで自らの病が癒されたり，健康を維持

する場となっていた。

２－４ 「健康」に関する住民側の取り組み

―留萌市「フードマガジン」の場合―

活動の趣旨は，地元に住む人々が地元の豊

富な食を�あたりまえに”食べ，それが本当
に豊かであるということを感じるということ

を旨として月に１～２回程度，３０～６０人程度

が集まって食事会をする。これといった創作

料理の料理会ではなく，普段食べている美味

しい地元の食べ方を持ち回りで披露（調理）

し合ったり，年末には地元の餅米で親子によ

る餅つきや，地元の野菜で漬け物を漬けたり

する。会則や入会制度等はなく，あくまで個々

人の自由意志でその都度集まって開催する。

主宰者であるＳさんは４０歳（女性 平成２２

年時点），３人の子どもの母親である。参加

者は主に主婦が多いが，男性の参加者もいる。

商業的，政治的，宗教的な色はない。運営手

法については主宰者と彼女のパートナー（エ

北 星 論 集（短） 第９号（通巻第４７号）

― 46 ―



フエムもえる会員），他の数人で相談して決

める。参加の呼びかけはホームページ「留萌

フードマガジン」で行う。他に Sさんの活
動はフリーペーパー「るもい fan通信」（月
一回発行）によっても知ることができる。

―士別市「めん羊工芸館くるるん」の場合―

昭和５８年に現在の「めん羊工芸館くるるん」

の前身「くるるん会」が発足された。当初は

市が開催する「くらしの紡ぎセミナー」を受

講した女性２０名で始まったとされている。ま

ちおこし団体・士別市サフォーク研究会の会

長で，工芸館代表を務める染織家であり，作

品の指導者でもあるＴさんによると，現在の

工芸館になるまでに長い道のりと地道な活動，

そして時代の潮流ともいえる“運”もあった

という。昭和５５年に青年会議所との連携で発

足した「サフォーク研究会」（市民の会費で

運営）は，減反，人口流出，家業を継げる人

のみが残る状況に，切羽詰まった資源発掘を

迫られていた。そこでめん羊に着目して羊毛

による作品づくりを始め，昭和５８年からほぼ

毎年デパートに出品する。翌年，札幌と旭川

のデパートの一村一品を集めたフロンティア

フェスティバルで，羊による「まちおこし」

として注目される。それは「市民が先発して

実績をつくり官が支援するという珍しい形」

だったという。

その活動は平成３年にサントリー地域文化

賞受賞，平成５年に「国土庁長官賞」受賞し，

その実績が買われて平成６年に世界のめん羊

館がオープンする。恵まれた自然環境は羊毛

による作品づくりの宝庫だ。たんぽぽやくる

み，オンコの木（幹のみ利用），豆リンゴ，

よもぎ等は柔らかく淡い色合いを出し，糸の

新しい発見によるハーモニーから美しい作品

が紡がれていく。

２００８年には工芸館に約５０００人もの人が訪れ，

なかには手織りのストラップやフェルトなど

を体験する人もいる。工芸館は通常２人のア

ルバイト女性が交代で常駐し，販売から客の

応対まで行う。その他に市の女性たちが週の

何日か来館して作品づくりをしている。女性

たちは羊毛をつうじて「まちづくり」に貢献

するだけでなく，作品づくりをとおして健康

が維持され，また作品を売ることで税金を納

める側にもなっている。それはまさに市のま

ちづくりの基本理念である①市民，②連携，

③地域資源，④交流のすべてを満たした活動

とはいえないだろうか。

Ⅲ．調査方法と活動体験

３－１ 調査時期と調査対象者

調査時期と調査対象者，質問内容は以下の

とおりである（１）。

調査時期

留萌市：２０１０年１月２２日～２３日

２０１０年１月３０日

士別市：２００９年１２月２５日～２６日

２０１０年２月１９日～２０日

調査対象者（２）

留萌市：フードマガジン代表者とその活動仲

間たち数人への聞き取り調査。

士別市：ヒツジの工房代表者とその活動仲間

の女性たち数人への聞き取り調査。

質問内容

①活動を始めたきっかけ，②活動が「健康」

に与えた影響，③活動に対する家族の理解，

④活動と家庭のバランス，⑤地域への貢献，

⑥今後の活動に向ける抱負（⑤と⑥は代表に

のみ質問），⑦アンケート調査（全員）（３）。

３－２ ２つの市の活動体験から

―留萌市「フードマガジン」に参加して―

主宰者である Sさんは地元産の野菜を使っ
て料理をつくることを基本としている。留萌

は食材が豊富で，かんきつ類とレンコン以外

のものはだいたい手に入るらしい。冬野菜の

貯蔵にも挑戦している。その日（２０１０／１／３０，

参加費４００円）は「三色マフィン」（材料：カ
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ボチャ・ビーツ・ケール），４種類のジャガ

イモで作る「四色フライドポテト」，地元豆

類がたっぷり入った「アメリカ風けんちん汁」

であった。

親子フードマガジンというキャッチフレー

ズだったので，Sさんの子どもたち３名（一
人は赤ちゃん）はもちろんのこと，他の参加

者も子どもたちを連れ，一緒にジャガイモや

ニンジンを切ったりとそれは賑やかだった。

Sさんによると，当初は Sさん宅で集まった
が，参加人数が増えるにつれ，市の「健康の

駅」を利用するようになったそうだ。

「健康の駅」には１階に厨房と健康サロン

があり，２階に軽運動室がある。健康サロン

では参加者の夫数名も参加し，子どもたちの

世話をしたり一緒に遊んだりしていた。参加

者の年齢構成は３０代と４０代が多く，子どもも

含めると５０名を超えていた。Sさんはこの活
動の中心に地元の生産者と消費者をつなげた

いという希望をもち実践している。それはま

さに留萌市の「地産地消の推進」を実践する

住民参加型の活動といえるだろう。

―士別市「めん羊工芸館」に参加して―

「世界のめん羊館」内に，市が２００９年８月

にオープンさせた体験観光施設「めん羊工芸

館くるるん」がある。店内には糸車や織機が

たくさん備えられ，女性たちの紡いだ品々が

魅力的に展示されている。約２０の体験メニュー

が用意され，われわれもフェルトでつくる羊

のストラップを体験した（２００９／１２／２５，参加

費５００円）。出来上がるまでの時間は作品によっ

て異なるが，約３０分～２時間程度ということ

である。

Ⅳ．分析結果

４－１ ２つの市の女性リーダーたち

留萌市「フードマガジン」主宰者Ｓさんは，

子どもを出産してから安全・安心な食に興味

をもった。やがて彼女の関心は食を通じて人

のネットワークづくり，地元生産者と消費者

をつなぐ活動へと発展する。Ｓさんのパート

ナーはＮＰＯを立ち上げ，その活動を物心両

面で支え，同時に地域資源の発掘と伝達を行っ

ている。Ｓさんはいまや市のテーマの一つ，

「笑顔で元気な健康の街づくり」にぴったり

の人材として認められ，市が開催するワーク

ショップ等に出演依頼されることが多い。

一方，士別市「めん羊工芸館くるるん」の

代表であるＴさんは好奇心旺盛で，身近な自

然の材料から染め色を発見する。Ｔさんの貢

献は主婦の趣味を商品化させ，市の認知度を

高めたことだろう。ここ数年，三越や大丸デ

パート等で展示販売している。しかしＴさん

はすでに６０代後半，後継者がいないことが目

下の悩みだ。 市の理念の一つ，「地域資源」

～地の力～は，市の資源を羊毛作品として宣

伝し，認知度を広げている意味でＴさんの存

在は大きいといえるだろう。

つぎに，アンケート調査の結果をみてみよ

う。図２に示すように，２人の女性たちには

いくつかの共通点がある。

図２ 女性リーダーのwell�being と他者
の幸福への貢献、教えること

まず第一に，かれら二人の「健康状態」は

１０点中９点と高い評点をつけている。しかし

図には示していないが，日々の健康状態をど

の程度コントロールしているかといった質問

では両者とも１０点のうち５点と低い。その理

由は，Sさんは３人の子どもをもつ超多忙マ
マであり，一方，Tさんは真夜中に作品づく
りをしなければならないほど日中は忙しいと

いう。健康でなければできない活動だが，自
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分の健康をコントロールできるほど暇ではな

い，という状態なのだろう。

つぎに「肯定的感情」では，Tさんの１０点
中９点に対して Sさんの方は７．５点と若干低
くなる。Sさんは子育て真っ最中であり，ゆっ
くり自分の時間をもつことすらできない。一

方，Tさんは子育ても終わり，自分の好きな
作品づくりに専念できる。時間に関して T
さんの方が断然有利だ。また「人生満足」に

ついての項目では二人とも１０点満点で非常に

満足していていることがわかった。

他者の幸福にどの程度貢献しているかを尋

ねた質問では，二人の間に大きな差はない。

しかし図には示していないが，その貢献する

ことについてどの程度考えたり，努力してい

るかを尋ねた質問では，Sさんは１０点中７点
に対し Tさんは１０点満点と高い。この結果
について，活動の期間が影響しているのでは

ないかと考えられる。士別市の Tさんが活
動を始めたのは昭和５５年，青年会議所との

「サフォーク研究会」である。一方，Sさん
は４０歳，しかも留萌市の出身ではない。結婚

をして留萌市に住み，子どもたちに体に良い

ものを食べさせたいという，きわめて個人的

理由から活動をスタートさせている。

もう一つ，二人の間に差があったのは，

「人に何かを教えるのが好き」かどうかを尋

ねた項目である。Tさんは１０点満点であるの
に対し，Sさんの方は７．５点と低い。筆者が
行った聞き取り調査でも Sさんは人にうま
く伝えるのが苦手，これは私の課題だ，と述

べていた。

４－２ 個別女性たちへの聞き取りから

では両市における他の女性たちの活動と健

康および家族との関連はどうなのだろうか。

留萌市で聞き取りとアンケート調査を行った

のは，親子フードマガジンでの食の体験後で，

参加した女性たち４名と，以前はフードマガ

ジンでメンバーで，今は自分たちで別のサー

クルをつくって活動している女性２名である。

また士別市はアンケート調査を事前にやって

おいてもらい，二日間は聞き取りだけに終始

した。「めん羊工芸館くるるん」に来て Tさ
んの指導を受けながら，自分たちの作品づく

りをしている女性たちである。年齢層は留萌

市よりも高く，４０代は１名だけで，５０代と６０

代が多かった（４）。

留萌市：

SEさん（３０代の専業主婦）：食への関心
は SEさんの母親が癌になったこと，妹さん
がアトピーだったことから安心安全な食づく

りに興味をもつようになった。母親の無農薬・

安全な食へのこだわりのかいがあって妹のア

トピーはよくなった。また夫も食にとても関

心が高く，自ら納豆までつくってしまう。そ

の日も親子フードマガジンに参加し子どもの

世話をしながら，一緒に食事をした。Sさん
とは公園デビューで知り合い，フードマガジ

ンの会員としてもお付き合いをしている。

EDさん（３０代，フルタイム）：留萌には
市役所に勤めたことで住み着いた。夫婦とも

に実家が農家ということもあり，無農薬や有

機栽培には興味があった。しかし安心安全な

食を意識し出したのは子どもが生まれてから

である。お米は地元産の完全無農薬を食べて

いる。子どもには「心穏やかに」育ってほし

い。Sさんとは子育てサークルで知り合った。
SGさん（５０代，フルタイム）：２００９年８

月からフードマガジン事務局に勤めている。

Sさんの活動を支えるのが仕事。たとえば，
地元の農家を取材し生産物を持ち帰り，新た

な付加価値をつけて地元の消費者に紹介する

など。今は出身地である小平町の食材に魅力

を感じている。子どもはすでに独立し夫と２

人暮らし。夫は以前から体が弱く働くことに

は理解もあるし協力的。この仕事は楽しく発

見の連続，チャンスを得たと思っている。

KUさん（５０代，フルタイム）：フードマ
ガジンの立ち上げメンバーであり，編集スタッ
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フでもある。５年前に Sさんと出会い，留
萌の食材の豊かさと安全を他の人にも広めた

い，と意気投合しフードマガジンを始めた。

エフエムもえるにも関わり，Sさんと一緒に
番組をもったこともある。家族の生活と健康

に責任をもつ主婦という立場で柔軟に自身の

活動を合わせてきた。しかし，今はこの仕事

に全力投球できる時期だと思う。SGさんの
持ち帰ったものを素にして料理をつくり，レ

シピを起こして写真を撮り，それをマガジン

のホームページに載せる。今は子どもは独立

し夫と２人。だれかに必要とされる今の仕事

は KUさんの生きがいになっている。
士別市：

Kさん（５０代，専業主婦）：３０年間保育園
のフルタイムとして働いた。しかし，病気に

なり専業主婦になって自分の時間を大切につ

かいたいと思うようになった。Tさんの活動
には以前から興味関心があり，家も近いので

つきあいは長い。フェルトの作品は趣味の範

囲を超え，商品として売れている。しかし，

Tさんのようにボランティア精神で地域活性
化のために尽くすつもりはない。子どもはす

でに独立し，夫と二人暮らし。

Iさん（５０代，専業主婦）：工芸館に来始
めて４か月。Kさんに誘われて始めた。習字
は１５年続けている。娘が３人いて独立した。

習字とは違い，工芸館は他の仲間とおしゃべ

りできるのでとても楽しい。癌になって何度

か再発したけれど，ここにくると癒されてい

ると思う。

SIさん（４０代，自営業）：工芸館に来て
５，６年になる。夫と夫の両親と同居なので，

週末の唯一の息抜きの場になっている。１０

代，２０代はブランドを身につけおしゃれをす

るのに夢中だった。周りもみんなそうだった。

でも同じ年代の友人は子どもの教育費がかか

る時期なので経済的に苦しく働いていて不満

も多い。一人息子は大学生だけど，自分たち

世代と違うのは，“自分で決められない”と

ころだと思う（注：Iさんは手の関節が曲が
り，私たちに明かさなかったがリウマチの可

能性が高いと思われる）。

Oさん（５０代，フルタイム）：保健師とし
て地域包括センターで働いている。子どもは

４人いて，そのうちの息子の一人は現在フリー

ターだ。工芸館に来て５年になる。週末にし

か来れないが仕事からも家庭からも離れて，

“自分だけの世界”を実感する。作品づくり

もおしゃべりもとても楽しい。

４－３ 個別女性たちのアンケート結果

留萌市：

図３に示すように，４名に共通していえる

ことは，「人生満足」の項目が１０点中８点と

全員同じ高い評点をつけていることである。

SEさんと EDさんは３０代，SGさんと KUさ
んは５０代と年代が異なるにもかかわらず，

「人生満足」には大きな違いがない。Ryff
ら（２００３）の幸福感研究によると，感情には

人生の浮き沈みによる高低があるのに対し，

「人生満足」はどの調査時点でも一定してい

るという知見が得られている。

つぎに特徴的なのは，「肯定的感情」の項

目に関するものである。３０代の SEさんと ED
さんに比べて，５０代の SGさんと KUさんは
高い評点をつけている。先に述べたように，

かれらは子育てを終え，家庭内労働にあまり

縛られず，エフエムもえるにフルタイムとし

て働き，またその仕事に生きがいを感じてい

る。EDさんも公務員としてフルタイムの仕
事に就いているが，彼女は二人の子育てと家

図３ 女性たちのwell�being と他者の幸
福への貢献（留萌市）
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事，そして仕事の挟間にたたされている世代

だ。筆者の先行研究（平賀，２００７）において

も，３５歳から４３歳の妻の「肯定的感情」は５５

歳から６４歳の妻のそれに比べてかなり低く，

この年代は夫もまた「肯定的感情」が低いと

いう結果となっている。

「他者の幸福への貢献」の項目に注目して

みると，EDさんは他の３人のなかでもっと
も評点が低い。子どもには「心穏やかに」育っ

てほしいと述べているが，時間的余裕がない

のが悩みである。評点の高い SEさんは専業
主婦で「健康」に関する関心が高く，夫もフー

ドマガジンに参加するなど妻とのあいだで関

心を共有している。

５０代の KUさんもまた SGさんよりも評点
が高い。SGさんの場合，夫が病弱なので仕
事への理解はある半面，仕事に就くことを期

待される立場にある。しかし，KUさんは家
族のことよりも自分の仕事に全力投球できる

立場になった。SEさんと KUさんの評点の
高さは，専業主婦という時間的余裕，あるい

はフルタイムになっても「他者の幸福への貢

献」に寄与できるという心理的・精神的余裕

の結果といえるのかもしれない。EDさんと
SGさんは他の二人に比べて「健康状態」も
わずかだが低い。また図には示していないが，

健康状態のコントロール項目では前者二人が

１０点なのに対し５点と低く，幸福の貢献につ

いて考えたり努力する項目も前者二人の８点

に対し６点と４点と低い評点をつけていた

（図３）。

士別市：

図４をみてみると，士別市の女性たちも留

萌市同様，「人生満足」の項目に高い評点を

つけている。この結果は，Ryffら（２００３）
の先行研究を裏づけていると思われる。つま

り，どのような状態に人は置かれても，人生

への満足に対する認識は変わらず一定してい

るということだ。

では「肯定的感情」ではどうだろうか。K

さんは１０点中９点ともっとも高く，SIさん
と Oさんが８点，Iさんが少し低く７点であ
る。Iさんは「めん羊工芸館くるるん」に来
てまだ４カ月しかたっていないが，他の三人

はすでに５年以上と経験も多く，作品の工程

を来館者に教える技術をもつと同時に自らの

作品を販売できるスキルも持ち合わせている。

工芸館に来ること，おしゃべりをすること，

新しい色合いの染めに挑戦し作品にすること，

これらすべてが “自分だけの世界”（Oさん
の言葉）を実感することであり「肯定的感情」

を高める効果を与えているのかもしれない。

つぎに，SIさんの「他者の幸福への貢献」
と「健康状態」に注目してみた。というのも，

この２つの項目の評点には大きな開きがある

からである。「他者の幸福への貢献」には９

点，「健康状態」には２点をつけている。先

でも述べたが，SIさんは夫と夫の両親との
同居で印刷の家族経営を営んでいる。SIさ
んにとって家庭内労働は他の三人の核家族世

帯よりもなにかと骨の折れる苦労が多いので

はないか。工芸館に来るのは唯一の息抜き，

と言っていたからである。では「健康状態」

の低さはなぜだろうか。これは筆者らの観察

したリウマチか何かの病だとしたら，納得の

できる数値である。図には示していないが，

健康状態のコントロール項目が１０点満点，幸

福の貢献について考えたり努力する項目は８

点とどちらも高い評点をつけている。このこ

とから，SIさんは健康状態は悪いが健康で
あるための努力と，他者の幸福のために日々

努めていることが推察された。

図４ 女性たちのwell�being と他者の幸
福への貢献（士別市）
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５０代の Kさんの場合ではどうだろうか。
「他者の幸福への貢献」の項目は１０点中７点

だが，幸福の貢献について考えたり努力する

項目では１０点満点をつけている。先に述べた

通り，Kさんは３０年間フルタイムとして働き，
病気になって専業主婦となった。Kさんは工
芸館の代表であるＴさんから後継者として期

待されるほど人に教える能力や作品技術を高

く評価されている。しかし，Tさんのように
時間も労力もすべてを工芸館にかけることは

考えていないようだ。「健康状態」の項目は

９点と高いが，健康のコントロール項目では

５点と低い評点をつけている。

Kさんに紹介されて工芸館に来たという I
さんは，癌になり何度も手術を繰り返してき

たという。また「健康状態」の項目では K
さん同様９点，健康のコントロール項目も９

点と高い評点をつけていた。しかし，「他者

の幸福への貢献」の項目では６点，幸福の貢

献について考えたり努力する項目でも５点と

けっして高くはない。Kさん，Iさん，SIさ
んはそれぞれ工芸館に来て作品をつくること，

おしゃべりをすることで病を忘れ元気を得て

いるように見受けられた。人と人をつなぐ場

を提供しているという意味で工芸館の果たす

役割は大きいと言えるだろう（図４）。

Ⅴ．結論と今後の課題

女性たちは健康というものをどのように捉

えているのだろうか。調査地として選んだ２

つの地域でみえてきたことは，健康を「身体」

と「心」，そして「他者とのつながり」に結

びつけて考えられていたことである。留萌市

のフードマガジンの会員であり編集者でもあ

る KUさんは，「誰かのお世話ができている
こと，そういう満足感が精神も心も体も健康

にしてくれる。誰からも求められないことは

辛い。誰かに繋がっていることが健康を保つ

ことだと思う」と述べている。

士別市においても何人かの女性たちは自ら

深刻な病気であるにもかかわらず，作品をつ

くること，他者とつながっていることで自身

を「健康」と評価していた。これらの女性た

ちの活動は，留萌市のフードマガジンの主宰

者である Sさん，士別市の工芸館の代表 T
さんの活動に意義を与え，脇から支えている

ことは間違いない。

まとめると以下の点が明らかになってきた。

１．地方都市の健康・福祉（well�being）は
地元の産業に活路を見出そうとしている。

留萌市は食と人をつなぎ，士別市は羊と人

をつなぐ。

２．両市が掲げる地域のげんき（活性化）に

は女性が活用されている。留萌市では S
さん，士別市ではＴさんが「民」の代表的

顔である。

３．他の女性たちの活動は，私的領域の健康

と家族の枠を超え，他者とのつながりのな

かで健康と地域のげんき（活性化）に一役

買っている。

このことから，「地域のげんき（活性化）

と女性の活用は互いに作用しあい，地域の健

康・福祉（well�being）にプラスの影響を与
える。」という仮説は一定程度支持されたの

ではないかと思われる。それは大都市にはな

い，ローカルな地方都市だからこそ，みえや

すいかかわりの効果といえるのではないか。

たとえば，士別市のＴさんの活動は当初行政

とはかかわりがなかった。しかし，一村一品

運動のなかでマスコミに注目され，それが結

果として自分たちの活動拠点の確保，女性た

ちと地域をつなぐ接点へと発展していった。

留萌市のＳさんの場合は，子育てという私的

領域における食の安全から出発し，自宅を開

放して地域の人たちと食づくり，やがて地元

食の資源をみんなに伝えたいとパートナーと

一緒にＮＰＯを立ち上げ，健康の駅で活動を

続けている。行政とは一定の距離をとってい

るという印象を受けた。両市のリーダー的女
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性には，行政とのパートナーシップ的関係は

あり得ても，上下関係にはなり得ない，なり

たくないという思いが伝わってきた。

しかし，課題もみえてきた。Iの問題の所
在のところでも述べたが，両市はともに若者

の流出，少子高齢化，財源の問題を抱えてい

る。にもかかわず，その解決にあたって，笹

森（２００５）が指摘する，相対的に遅れていた

「生活の場」の開発よりも従来の「生産の場」

の開発の方に力点を置き，住民自身が何を欲

しているかを見極め，その欲求を生活環境の

場に投影させていくという視点が生かされて

いないのではないか。

そこで，このように考えてみてはどうだろ

うか。地域のげんき（活性化）に女性にもっ

と活躍してもらうのだ。女性たちはもともと

家庭や地域のなかで金銭に還元されない生活

者であった。したがって，女性への活用の仕

方は，新たに経済的利潤を生みだすものを発

見するというよりは，地元にもとものあった

モノやコトを再発見し，過去にさかのぼって

知恵を学び，今いる人々につないでいく（川

勝・鶴見，２００８）という内発的発展の視点で

ある。留萌市の KUさん，士別市のＫさん，
彼女たちはリーダー的役割を担っているわけ

ではないが，地域の魅力ある資源の発見者で

あり，また伝達者でもある。彼女たちのよう

な人をもっとたくさん見出し，活用していく

ことで地域のげんき（活性化），ひいてはロー

カルな地方の健康・福祉（well�being）に繋
がっていくのではないかと思われる。

【付記】

本稿は「２００９年度北星学園大学特別研究費

による研究（共同の特別研究活動）」の補助

を受けました。

【注】

（１）留萌市と士別市の「健康」に関する概略と

把握については，インターネット検索，行政

による健康づくり政策，職域団体等への聞き

取り調査によって情報収集を行った。

（２）聞き取り調査とアンケート調査の双方に回

答を得た場合に，謝礼として３０００円の図書券

をさしあげた。

（３）アンケートの質問紙では１０点を最高得点と

し点数が高いほど評価が高いとした。

・健康状態：「最近のあなたの健康状態はどの

程度か判断してください」「とても悪い」１点

～「とても良い」１０点の１０段階評価。

・健康管理：「最近のあなたはどの程度あなた

自身の健康状態をコントロールしていますか。」

「とても悪い」１点～「とても良い」１０点の１０

段階評価。

・Ryffの肯定的感情：「楽しい，機嫌がいい，
とても幸せ，穏やか・安らか，満足，満たさ

れている」の６項目（すべて逆転項目）。５段

階評価×２とし１０点満点とした。

・Ryffの「人生への満足」「とても悪い」１点～
「とても良い」１０点の１０段階評価。

質問内容：「最近のあなたの人生は全般的に

どのくらいか判断してください」。

・他者の幸福への貢献（「貢献していない」１点

～「とても貢献している」１０点の１０段階評価。

質問内容：「あなたの仕事・家族・友人・地

域社会に対する時間面・金銭面・心づかいな

どに関する貢献について判断してください」。

・他者の幸福に貢献することについて考えたり

努力する（「全くない」１点～「非常によくあ

る」１０点の１０段階評価。

（４）留萌市と士別市の個別女性たちの聞き取り

とアンケートは両市のリーダー２名の他に，

留萌市は４名，士別市も４名である。留萌市

はフードマガジンの活動から離れた２名，士

別市は活動１カ月の１名は趣旨からずれてい

たため分析から除いた。
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［Abstract］

Well�Being and Family in Rural/Fishery Regions in Hokkaido：
A Case Study of Women�s Activities in Rumoi and Shibetsu Cities

Akiko HIRAGA
Katsunori SUZUKI
Makiko HABASAKI

This paper looks at well�being and family, focusing on women�s activities in the small cit-
ies of Rumoi and Shibetsu in Hokkaido. Both cities face the problems of an aging and de-
creasing population. Therefore, local citizens are trying to locate regional resources related
to well�being and use them to stimulate their region. The authors carried out a question-
naire, person interviews, and observations of the participants, who were ten women ranging
in age from their thirties to sixties, including two local group leaders. The following results
were observed.（１）Well�being/health in small cities is related to local industries. Well�being
/health was tied to food in Rumoi, and was tied to sheep and wool products in Shibetsu.
（２）Both cities have representative women who lead local revitalization, Ms. S in Rumoi and
Ms. T in Shibetsu.（３）Other women in the local groups maintain contact with various
groups and promote local revitalization and regional health. The next phase of this study
to reveal the well�being/health in rural�fishery areas will focus on men�s activities for stimu-
lating revitalization.

Key words： Rural�Fishery Regions, Women, Well�Being and Family
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